
 

ま
た
、
こ
の
度
の
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
九
月
三

十
日
（
月
）
午
後
五
時
ま
で
の
期
間
、
意
見
聴
取
フ
ォ
ー
ム

（G
oogle

フ
ォ
ー
ム
）
か
ら
意
見
提
出
が
行
え
、
本
年
度
の
公

聴
会
で
の
意
見
と
意
見
聴
取
フ
ォ
ー
ム
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、

全
体
を
集
約
し
、
後
日
、
『
宗
報
』
等
で
ご
報
告
さ
れ
ま
す
。 

【
意
見
聴
取
フ
ォ
ー
ム
】 
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本
山
に
て
参
拝
・
奉
仕
活
動
を
行
い
、
京
都
タ
ワ
ー
展
望
台

や
周
辺
を
散
策
し
宿
泊
先
へ
と
戻
っ
た
。 

六
日
、
二
日
目
に
は
お
晨
朝
参
拝
し
、
高
岡
教
区
よ
り
一

名
帰
敬
式
を
受
式
し
た
。
そ
の
後
、
奉
仕
活
動
を
行
い
、
御

門
主
様
ご
臨
席
の
も
と
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。 

午
後
か
ら
子
ど
も
達
が
心
待
ち
に
し
て
い
た
京
都
水
族

館
並
び
に
鉄
道
博
物
館
を
見
学
。
体
験
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に

楽
し
む
姿
や
家
族
に
お
土
産
を
選
ぶ
姿
に
は
笑
顔
が
溢
れ

て
い
た
。
最
後
に
、
新
高
岡
駅
で
清
水
了
渉
少
年
連
盟
会
長

よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。 

 高
岡
教
区 

高岡教区教務所 電話 0766-22-0887

        メール info@takaoka
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試
案
（
総
局
試
案
）
」
に
つ
い
て
説
明
動
画
視
聴
の
の
ち
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。 

 
参
加
者
か
ら
は
、「
一
律
差
引
額
等
を
設
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

寺
院
運
営
に
係
る
経
費
と
い
う
も
の
を
全
国
的
に
調
査
し
て
い

た
だ
い
て
決
め
ら
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い

う
意
見
や
、
「
修
繕
の
た
め
の
積
立
金
に
関
し
て
の
取
り
扱
い
」

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。 

閉
会
に
あ
た
り
日
谷
総
務
か
ら
「
今
後
、
こ
の
度
の
公
聴
会

で
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
意
見
等
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に
総

局
案
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
施
行
に
あ
た
っ

て
は
、
各
種
関
係
会
議
に
報
告
し
つ
つ
、
宗
会
の
ご
意
見
を
お

伺
い
す
る
な
ど
、
所
定
の
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と

挨
拶
さ
れ
た
。 

➁ 

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
教
区
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
教
区
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
被
災
者
支
援
活
動
の
企
画
・
立
案
な
ど

実
動
を
目
的
と
し
た
災
害
救
援
活
動
専
門
委
員
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

★
第
三
十
九
回
児
童
念
仏
奉
仕
団
報
告 

去
る
八
月
五
日
（
月
）
本
願
寺
に
て
開
催
さ
れ
た
「
児
童

念
仏
奉
仕
団
」
に
「
第
三
十
九
回
高
岡
教
区
児
童
念
仏
奉
仕

団
」
と
し
て
引
率
含
め
二
十
名
が
参
加
し
た
。 

当
日
、
電
車
内
で
は
友
人
が
で
き
る
か
不
安
そ
う
に
し
て

い
た
子
ど
も
達
も
他
の
単
位
会
の
子
ど
も
と
話
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
。
京
都
駅
到
着
後
、

２０２

0887 FAX0766-21-5152 

info@takaoka-hongwanji.jp 

 

◇
公
聴
会
報
告 

去
る
八
月
二
十
二
日
（
木
）
に
公
聴
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

開
催
さ
れ
、
高
岡
教
務
所
に
四
十
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
十
四

名
参
加
さ
れ
た
。 

こ
の
度
の
公
聴
会
は
「
賦
課
基
準
の
見
直
し
に
か
か
る
総
局

試
案
（
賦
課
基
準
試
案
）
に
つ
い
て
」
の
内
容
で
あ
り
、
宗
派

か
ら
は
日
谷
総
務
・
秦
社
会
部
部
長
が
出
向
さ
れ
「
賦
課
基
準

◇
災
害
対
策
委
員
会
報
告 

九
月
九
日
（
月
）
開
催
の
第
二
回
高
岡
教
区
災
害
対
策
委

員
会
に
お
い
て
次
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

➀ 

八
月
末
に
調
査
を
締
切
ま
し
た
各
御
寺
院
の
御
門
徒

さ
ま
住
宅
被
害
に
つ
い
て
、
計
八
十
件
の
報
告
が
あ
り
、
一

件
三
万
円
の
見
舞
金
を
お
渡
し
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

２０２４ 
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★
布
教
団
研
修
会
に
参
加
し
て 

八
月
二
十
八
日
（
水
）
十
四
時
か
ら
教
務
所
に
て
行
わ
れ
た
布
教
団
研
修

会
は
、
寺
族
青
年
会
の
方
々
の
参
加
も
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
瑞
瑞
し
い
雰
囲

気
で
あ
り
ま
し
た
。
助
言
講
師
の
富
山
教
区
石
川
了
英
先
生
の
昭
和
三
十
年

代
か
ら
の
丁
寧
な
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
よ
る
布
教
現
場
の
移
り
変
わ
り
を
通
し
て
、

現
在
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
提
起
に
続
い
て
二
班
に
分
か
れ

て
の
班
別
討
議
そ
し
て
全
体
会
と
い
う
流
れ
で
あ
り
ま
し
た
。 

法
座
・
法
事
・
通
夜
を
問
わ
ず
お
参
り
に
な
っ
た
方
々
が
話
を
聴
い
て
よ

か
っ
た
と
思
う
法
話
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
く
か
が
一
番
大
切
で
あ
る
。

で
は
そ
の
た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
〝
法
座
は
い
き
も
の
〟
で
あ
る
か
ら
そ

の
場
に
応
じ
た
法
話
、
対
象
に
合
わ
せ
た
法
話
が
そ
の
都
度
求
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
参
加
者
全
員
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
〝
温
故

知
新
〟
〝
一
期
一
会
〟
〝
無
有
代
者
〟
と
い
う
三
つ
の
熟
語
が
私
の
頭
の
中

で
ス
パ
ー
ク
し
た
と
て
も
有
意
義
な
二
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氷
見
組
法
順
寺
住
職 

圓
山
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★
仏
教
婦
人
会
連
盟
・
寺
院
女
性
会
連
盟 

実
践
運
動
研
修
会
開
催 

八
月
二
十
九
日
（
木
）
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
・
寺
院
女
性
会
連
盟
合
同

実
践
運
動
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
み
ん
な
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
大
事
に
し
て
ま
す
か
？
～
個
人
情
報
の
保
護

の
必
要
性
を
考
え
る
～
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
七
十
七
名
が
集
い
ま
し
た
。

ご
講
師
は
「
実
践
運
動
」
教
区
委
員
会
委
員
の
城
野
至
界
さ
ん
（
伏
木
組
善

證
寺
）
と
耳
浦
康
真
さ
ん
（
水
波
組
本
誓
寺
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

耳
浦
さ
ん
の
問
題
提
起
の
あ
と
分
散
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
寺
と

門
徒
の
垣
根
を
超
え
て
意
見
が
交

わ
さ
れ
、
最
後
に
城
野
さ
ん
か
ら

『S
N

S

の
無
か
っ
た
時
代
で
も
根

拠
が
全
く
な
い
話
に
尾
ひ
れ
を
付

け
、
噂
話
は
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
人
情
報
の
拡
散
の
最
た

る
噂
話
で
も
、
単
な
る
興
味
で
は
な

く
、
他
の
方
の
苦
し
み
、
悲
し
み
を

聞
い
た
時
点
で
私
が
一
旦
、
そ
の
こ

と
を
課
題
と
す
る
こ
と
で
人
に
軽
々
し
く
触
れ
回
る
よ
う
な
話
題
で
は
な
く

な
り
ま
す
。
』
と
助
言
を
頂
き
ま
し
た
。 

個
人
情
報
の
保
護
は
私
た
ち
の
日
頃
の
言
動
や
生
き
方
が
問
わ
れ
る
重
要

な
こ
と
と
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

高
岡
教
区
仏
教
婦
人
会
会
長 

大
場
洋
子 

            

☆お知らせ☆ 

 

高岡教務所では今年度もカレンダ一の注文

を受け承ります。 

お電話で注文頂ければご寺院宛に配達を致し

ます。 

 ※担当の北鹿渡までご連絡ください。 
 
 
 



 

3 

◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

性
差
別
の
現
実
は
ど
れ
だ
け
克
服
さ
れ
た
の
か
？ 

今
年
度
よ
り
宗
務
の
基
本
方
針
に
「
宗
門
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
」

が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
い
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
平
等
で
公
平
な
宗
門
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
宗
派
社
会
部
内
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
様
な
取
り
組
み
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
か
つ
て
一
九
八
六
年
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
、
一
九
九
九
年
に
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
一
九
九
九
年
に
は
当
時
の
宗
派
基
幹
運
動
本
部

内
に
「
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
二
月
に

は
同
委
員
会
よ
り
「
提
言
書
～
教
団
の
男
女
共
同
参
画
を
す
す
め
る
た
め
に
～
」

が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
当
高
岡
教
区
に
お
い
て
も
、
教
区
内

で
の
性
差
別
の
解
消
に
向
け
て
、
さ
ら
に
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
目
指
し
て
、

二
〇
〇
二
年
三
月
に
高
岡
教
区
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
の
同
朋
運
動
企
画
委
員

会
内
に
「
男
女
共
同
参
画
を
考
え
る
小
委
員
会
」
が
発
足
し
、
翌
二
〇
〇
三
年
三

月
に
「
高
岡
教
区
男
女
共
同
参
画
提
言
書
」（
以
下
『
教
区
提
言
書
』
）
を
作
成
し

た
、
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
同
『
教
区
提
言
書
』
に
は
当
時
の
教
団
の
状
況

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。（
以
下
引
用
）「
私
た
ち
の
教
団
で

は
女
性
僧
侶
が
全
僧
侶
の
約
三
分
の
一
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

寺
院
で
は
、
坊
守
や
寺
族
女
性
は
寺
院
運
営
に
お
い
て
大
き
な
役
目
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
女
性
は
、
教
団
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

女
性
の
意
見
が
教
団
に
反
映
さ
れ
る
道
は
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
各
寺
院
に
お
い
て
も
、
女
性
は
男
性
住
職
の
補
完
的
役
割
を
担
い
、
宗

教
行
事
に
お
け
る
門
信
徒
の
立
場
も
女
性
は
男
性
の
補
助
的
役
割
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
」
（
引
用
こ
こ
ま
で
） 

そ
れ
か
ら
二
〇
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
教
団
状
況
は
ど
う
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

二
〇
二
二
年
度
宗
勢
要
覧
に
よ
る
と
宗
門
全
体
の
僧
侶
数
三
万
八
百
八
十
七

名
中
、
女
性
僧
侶
は
一
万
二
百
十
名
と
約
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
状
況
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
住
職
数
は
男
性
僧
侶
八
千
五
百
十
名
、
女
性
僧
侶
は
四
百

十
五
名
で
あ
り
、
ま
た
、
女
性
僧
侶
の
内
、
七
千
三
百
八
十
二
名
が
未
教
師
で
女

性
僧
侶
全
体
の
七
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
男
性
の
未
教
師
数
は
四
千

八
百
八
十
一
名
と
そ
こ
だ
け
男
性
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
高
岡
教
区
に
お
い
て

は
二
〇
二
四
年
時
点
で
僧
侶
数
八
百
二
十
三
名
中
、
女
性
僧
侶
は
三
百
一
名
と
四

割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
住
職
数
は
男
性
僧
侶
二
百
四
十
七
名
に
対
し
女
性
僧

侶
の
住
職
数
は
十
三
名
、
未
教
師
は
男
性
僧
侶
の
百
六
十
一
名
に
対
し
女
性
僧
侶

は
二
百
三
十
三
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
宗
政
を
担
う
宗
会
議
員
は
僧
侶
議
員
四
十
七
名
、
門
徒
議
員
三
十
一
名

の
総
数
七
十
八
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
女
性
議
員
数
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
高
い
壁
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

 

『
教
区
提
言
書
』
で
は
「
性
別
に
よ
る
特
性
を
偏
見
的
に
捉
え
、
男
性
は
仕
事
、

家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
は
女
性
の
役
割
と
す
る
『
性
別
役
割
分
担
』
意
識
や
社

会
慣
習
が
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

意
識
や
習
慣
は
未
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
種
々
の
数
字
に
表
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。 

「
参
画
」
と
は
、
意
思
決
定
過
程
へ
の
参
加
で
あ
り
、
「
男
女
共
同
参
画
」
と

は
、
「
男
女
の
平
等
」
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
意
思
決
定
過
程
に
参
加
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
教
団
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
は
残
念
な
が
ら
二
十
年
前
と
ほ
と
ん
ど
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
に
思
え
ま
す
。 

近
年
で
は
性
別
間
格
差
な
ど
性
別
に
関
わ
る
問
題
を
表
す
と
き
に
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
言
う
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
（g

e
n
d
er

）
」
と
は
、
い
わ
ば
社
会
的
な
性
別
の
こ
と
で
、
生
物
学
的
な
性

別
に
対
す
る
概
念
で
す
。
例
え
ば
男
性
の
役
割
・
女
性
の
役
割
と
い
う
よ
う
に
、

社
会
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
男
性
像
や
女
性
像
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
別
に
よ

っ
て
課
せ
ら
れ
る
役
割
や
期
待
さ
れ
る
行
動
（
例
え
ば
『
男
ら
し
さ
』
『
女
ら
し

さ
』
）
が
異
な
る
と
い
う
意
味
で
の
性
別
的
役
割
と
そ
れ
に
よ
る
格
差
な
ど
を
指

す
言
葉
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
す
。
「
役
割
分
担
」
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
で

す
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
性
別
」
と
い
う
属
性
に
よ
っ
て
、
本
人
の
意
思
に
関

係
な
く
役
割
や
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
は
差
別
そ
の
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ら
は
教
団
だ
け
で
な
く
社
会
の
長
い
歴
史
の
中
で

守
る
べ
き
規
範
・
道
徳
・
秩
序
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
第
十
四
条
で
は
、「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
如

来
は
四
十
八
願
の
中
の
三
十
五
願
、
女
人
往
生
の
願
に
て
女
性
と
し
て
生
ま
れ
る

こ
と
に
よ
る
苦
し
み
や
障
壁
が
無
い
世
界
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
実
現

し
て
い
く
取
り
組
み
は
こ
の
社
会
に
生
き
る
者
と
し
て
念
仏
者
と
し
て
非
常
に

重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
職
や
宗
会
議
員

な
ど
の
役
職
と
な
る
上
で
性
別
が
さ
ま
た
げ
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
、
互
い

の
い
の
ち
を
尊
重
し
合
う
教
団
と
社
会
を
め
ざ
し
て
と
も
に
取
り
組
み
と
学
び

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所 

主
幹 

岡
西
好
持
】 
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◇これからの日程（9/13～10/31）◇ 

 

 ９月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

 

13 

14 

17 

18 

19 

20 

 

24 

 

25 

 

27 

28 

10 月 

１ 

３ 

７ 

８ 

14 

18 

21 

25 

第 1回僧侶研修会 

常例法座 

 

 

 

聖典セミナー 

 

常備会 

 

 

 

第 2回僧侶研修会 

第 3回僧侶研修会 

 

同朋委員研修会 

講社役員会 

 

 

常例法座 

 

聖典セミナー 

会計検査 

 

 

コーラス（午後） 

千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要 

ビハーラ研修会 

仏婦教材委員会 

連研活動推進協議会 

コーラス（午前） 

いろは塾 

解放連 

教学研究室 

 

 

 

 

仏婦実践運動研修会Ⅱ 

ふるさとネットワークシンポジウム 

コーラス（午後） 

 

仏壮連絡協議会 

第 2連区ビハーラ研修会 

  

☆お知らせ☆ 
『法輪せんべい』販売について 

お茶菓子やご法事・ご法座の折のお扱いにいかがで

しょうか。お申し込み先は下記のとおり。 

FAX でのお申し込みも承ります。どうぞご利用下さ

い。 

一袋二枚入りで価格は次の通り 

・特大箱（１７０袋）１０，０００円 
・１ 組 （１０袋）   ６００円 

お申込み先は・・・高岡市東上関４４６高岡教務所内 

（寺族青年会担当） 
Tel.(050)5587-7708（代表）  
メール hourin18@gmail.com 

※2025 年 2 月より申込代表電話番号を変更いたし

ます。 

【西本願寺高岡会館１０月の常例法座】 

ご講師： 清  水   朗  師 

（ 氷 見 東 組 妙 願 寺 ）  

ご講題：『 未 定 』 
 午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どうぞ

お誘いあわせてお参りください。  

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 

 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 
 

●１０月１３日（日） 

     吉 井 瑠璃子 師 

（高岡教区） 

 

●１０月２７日（日） 

     冨 永  誠  師 

（高岡教区） 

 

※高岡教区及び富山教区が主催し、北日本放送

（KNB）にて毎週日曜日午前６時から放送してお

ります「西本願寺の時間」は、放送を継続してお

ります。 
また、西本願寺では、動画配信サイトを設置し

法話等を配信しております。ご視聴ください。 

 
https://broadcast.hongwanji.or.jp/ 

 

  

 


